
二
〇
一
八
年
の
年
頭
に
あ

た
り
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

港
合
同
組
合
員
の
皆
様
に

は
旧
年
中
の
諸
行
動
に
御
協

力
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
戌
年
の
本
年
、
ど

の
よ
う
な
年
に
な
る
の
で
し
ょ

う
ね
。

身
近
な
問
題
で
言
え
ば
、

昨
年
の
十
一
月
二
七
日
、
大

阪
弁
護
士
会
綱
紀
委
員
会
が

「
橋
下
徹
弁
護
士
を
懲
戒
委

員
会
に
事
案
の
審
査
を
求
め

る
」
と
決
定
し
、
申
立
人
の

三
組
合
に
通
知
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
橋
下
徹
氏
が
大
阪

市
長
に
就
任
後
、
大
阪
市
の

従
業
員
で
構
成
さ
れ
る
労
働
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全
国
金
属
機
械
労
働
組
合

港
合
同

大
阪
市
港
区
南
市
岡
３
‐
６
‐
26

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
６
‐
６
５
８
３
‐
４
８
５
８

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
６
‐
６
５
８
３
‐
４
６
０
０

犬打つ童まで起ち上がる闘いを

安倍９条改憲ＮＯ！

大阪市の分割、絶対反対！

昌

一

金

属

支

部

田

中

機

械

支

部

矢

賀

製

作

支

部

大

熊

鉄

工

支

部

協

和

機

工

支

部

港

高

周

波

支

部

関

西

警

備

支

部

城

北

地

域

分

会

ネ

グ

ロ

ス

電

工

分

会

南

労

会

支

部

ア

ー

ト

・

ア

ド

分

会

サ

ン

コ

ー

分

会

イ

ヅ

ツ

ヤ

分

会

Ｎ

Ｒ

Ｂ

分

会

コ

ー

ヨ

ー

急

送

分

会

大

輪

産

業

分

会

成

和

製

造

分

会

大
阪
ガ
ス
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
分
会

大

平

鉄

工

分

会

青

葉

印

刷

分

会

謹
賀
新
年

港
合
同

委
員
長

中

村

吉

政



組
合
を
敵
視
し
、
不
当
労
働

行
為
と
認
定
さ
れ
る
数
々
の

言
動
に
対
し
て
直
接
の
雇
用

関
係
が
な
い
労
働
組
合
が
申

し
立
て
た
事
案
が
、
弁
護
士

法
や
労
働
法
制
の
根
本
を
否

定
す
る
違
法
な
も
の
と
し
て

懲
戒
委
員
会
へ
の
議
決
が
さ

れ
た
画
期
的
な
も
の
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。

私
た
ち
は
引
続
き
、
「
不

当
労
働
行
為
を
行
う
者
に
対

し
て
は
毅
然
と
し
て
対
決
し
、

や
り
得
は
許
さ
な
い
」
と
闘

い
を
進
め
な
け
れ
ば
組
織
も
、

人
権
・
人
格
を
守
る
事
は
で

き
ま
せ
ん
。

更
に
、
松
井
知
事
や
吉
村

市
長
ら
の
大
阪
維
新
の
会
は
、

こ
の
秋
を
目
途
に
し
て
再
度

の
住
民
投
票
を
実
施
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

特
別
区
の
設
置
に
対
す
る

大
阪
市
民
の
判
断
は
二
〇
一

五
年
の
五
月
に
結
果
が
で
た

問
題
で
あ
り
二
度
目
の
住
民

投
票
な
ど
あ
り
え
ま
せ
ん
。

な
ぜ
、
松
井
知
事
や
吉
村
市

長
は
大
阪
市
を
廃
止
し
た
い

の
で
し
ょ
う
か
。

一
言
で
言
っ
て
、
大
阪
市

の
財
源
が
ほ
し
い
か
ら
で
す
。

仮
に
「
都
構
想
」
が
実
現
し

た
ら
の
概
算
で
す
が
、
下
段

の
表
を
見
て
く
だ
さ
い
。

万
博
や
カ
ジ
ノ
建
設
を
予

定
し
て
い
る
「
夢
洲
」
は
、

ゴ
ミ
を
埋
立
て
た
場
所
で
、

現
在
も
造
成
中
で
す
。
そ
も

そ
も
万
博
を
誘
致
す
る
た
め

造
成
し
た
も
の
で
も
な
く
、

既
に
民
間
業
者
に
売
ら
れ
て

い
る
区
域
も
あ
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
敷
地
の
一
角
に
は

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
出

た
「
が
れ
き
」
を
焼
却
し
た

ゴ
ミ
が
埋
め
立
て
ら
れ
て
お

り
、
様
々
問
題
の
あ
る
土
地

に
な
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
大
阪
市
と
い

う
町
は
、
明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
年
）
四
月
、
大

阪
府
下
四
区
を
大
阪
市
と
し

て
施
行
さ
れ
、
昭
和
七
年
に

は
十
五
区
と
な
り
、
以
降
、

分
区
や
合
区
を
行
っ
て
現
在

の
二
四
区
に
な
っ
て
お
り
、

二
四
区
を
一
つ
と
し
て
街
づ

く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
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万博・ＩＲ・カジノ費用

府・市は現在造成中の人口島「夢洲」で

2025年万博開催やカジノ誘致に躍起で

す。万博費用3000億円以上、万博会場

建設費・運営費・埋立やインフラの関連

費等最低でも3000億以上といわれてい

ます。府市の負担は最低でも500億以上

と言われています。

大阪市の財源がほしい

市の税収6500億円の内、大

阪府へ4700億円（72％）特

別区へ1800億円（28％）そ

の他、地方交付税や他の税収

も多くは大阪府に行きます。

特別区への交付は府議会で決

めます。

「
都
構
想
」
絶
対
反
対
！

特
別
区
の
設
置
は

破
滅
へ
の
道
だ
！



す
。二

四
区
を
六
区
や
四
区
に

分
割
し
て
特
別
区
を
作
る
事

は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
は
じ

め
と
し
て
偏
っ
た
金
の
あ
る

区
と
、
貧
乏
な
区
が
生
ま
れ
、

市
民
間
の
分
断
が
は
じ
ま
り
、

対
立
を
生
む
要
因
に
な
る
事

は
明
ら
か
で
す
。

「
都
構
想
」
（
特
別
区
設

置
）
に
よ
っ
て
、
一
番
市
民

の
関
心
が
高
い
の
は
、
暮
ら

し
が
ど
う
な
る
か
、
サ
ー
ビ

ス
が
ど
う
な
る
か
、
子
育
て
・

保
育
・
介
護
な
ど
社
会
福
祉

は
ど
う
な
る
か
、
教
育
は
、

等
で
す
。

本
来
、
区
役
所
は
「
自
転

車
で
行
け
る
距
離
」
が
目
安

で
あ
り
、
新
し
い
区
に
な
っ

て
特
別
区
に
な
れ
ば
、
簡
単

に
行
け
る
距
離
で
は
な
く
な

り
ま
す
。

所
詮
決
定
的
な
原
因
は
、

大
阪
市
の
地
盤
沈
下
が
問
題

で
す
。
そ
こ
ら
を
解
決
せ
ず

に
、
引
っ
付
け
た
り
離
し
た

り
し
て
も
何
の
解
決
に
も
な

り
ま
せ
ん
。

ど
の
よ
う
な
特
別
区
を
設

置
し
て
も
、
歳
入
財
源
が
極

端
に
多
い
北
区
・
中
央
区
を

入
れ
た
区
と
、
そ
う
で
な
い

区
の
格
差
が
広
が
り
ま
す
。

区
間
の
対
立
を
生
む
だ
け
で

す
。大

阪
市
は
関
西
の
中
核
都

市
と
し
て
位
置
し
ま
す
が
、

通
勤
圏
は
明
石
か
ら
名
張
、

岬
町
ま
で
の
広
範
囲
で
あ
り
、

昼
間
の
人
口
三
五
〇
万
人
、

夜
間
人
口
二
六
〇
万
人
と
い

う
実
態
が
あ
り
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
市
外
に

居
住
し
、
市
税
収
入
が
少
な

く
、
急
速
に
進
む
少
子
・
高

齢
化
問
題
や
、
納
税
人
口
が

低
く
、
生
活
困
窮
世
帯
が
多

い
実
態
な
ど
を
精
査
し
て
み

る
と
、
区
に
よ
っ
て
維
持
さ

れ
る
区
と
破
滅
す
る
区
に
二

分
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
私
の
住
む
大
正

区
は
、
高
齢
化
率
は
市
内
三

位
の
高
さ
で
、
人
口
は
二
十

四
位
と
一
番
少
な
い
区
で
す
。

今
問
題
に
な
っ
て
い
る
待
機

児
童
数
は
〇
人
で
す
が
、
言

い
換
え
れ
ば
子
ど
も
が
少
な

く
、
お
年
寄
り
が
多
い
区
で

も
あ
る
わ
け
で
す
。

二
四
区
を
ど
の
よ
う
に
区

割
り
を
し
て
も
、
均
等
な
区

を
作
る
事
は
不
可
能
で
あ
り
、

前
回
の
住
民
投
票
で
も
問
題

に
な
っ
た
市
の
南
東
に
位
置

す
る
区
は
、
「
破
滅
」
の
区

に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

で
す
か
ら
、
住
民
に
と
っ
て

最
も
必
要
と
さ
れ
る
施
策
が

「
特
別
区
」
と
い
う
限
ら
れ

た
財
源
と
権
限
の
中
で
成
り

立
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ

と
を
一
人
ひ
と
り
が
吟
味
し

判
断
し
な
け
れ
ば
大
変
な
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

子
ど
も
や
孫
の
世
代
が
豊

か
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
い

て
い
く
た
め
に
、
今
、
声
を

挙
げ
る
事
の
出
来
る
私
た
ち

が
前
に
出
て
、
正
し
い
選
択

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
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市
の
抱
え
る
「
問
題
点
」
・
・
・



ま
し
て
や
、
前
回
の
特
別

区
設
置
の
住
民
投
票
も
、
今

回
も
「
市
民
」
か
ら
申
し
出

が
あ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
民
は
、

現
行
二
四
区
で
大
阪
市
で
良

い
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
上
、
莫
大
な
費
用
が

か
か
る
の
で
す
。
前
回
の
住

民
投
票
に
到
る
ま
で
に
使
っ

た
費
用
は
三
十
二
億
円
で
す
。

住
民
投
票
費
六
億
三
千
万
、

ビ
ラ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
一
億

五
千
万
、
そ
し
て
、
府
と
市

か
ら
選
ば
れ
た
職
員
の
人
件

費
が
二
十
四
億
円
が
実
績
と

な
っ
て
い
ま
す
。

新
春
の
八
日
、
「
ア
ン
チ

維
新
ネ
ッ
ト
」
や
、
「
ど
な

い
す
る
大
阪
の
未
来
ネ
ッ
ト
」

グ
ル
ー
プ
が
呼
び
か
け
る
行

動
が
、
な
ん
ば
高
島
屋
前
で

午
後
一
時
か
ら
特
別
区
設
置

に
反
対
す
る
街
宣
行
動
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

又
、
一
月
二
十
一
日
（
日

曜
日
）
は
、
地
下
鉄
九
条
駅

（
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
前
）
で
正

午
か
ら
ビ
ラ
配
り
と
署
名
活

動
を
行
い
ま
す
。

各
支
部
・
分
会
か
ら
の
積

極
的
な
取
組
を
お
願
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
五
月
三
日
に
公
然
と

掲
げ
ら
れ
た
安
倍
首
相
の

「
二
〇
二
〇
年
改
憲
」
を
め

ぐ
る
動
き
は
、
重
大
な
局
面

に
立
ち
至
っ
て
い
る
と
言
え

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
安
倍
首
相
の

振
る
舞
い
に
、
全
国
的
な
取

組
と
し
て
「
安
倍
九
条
改
憲

Ｎ
Ｏ
憲
法
を
生
か
す
全
国
統

一
署
名
」
と
し
て
三
〇
〇
〇

万
署
名
が
行
わ
れ
ま
す
。
家

族
単
位
で
の
署
名
取
組
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
倍
首
相
に
な
っ
て
五
年
。

防
衛
費
は
年
を
追
っ
て
ふ
く

ら
み
、
十
八
年
度
予
算
案
は
、

五
兆
一
五
〇
〇
億
円
で
す
。

主
に
は
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛
と

称
す
る
も
の
で
金
額
は
二
兆

円
に
も
な
り
ま
す
。

丁
度
一
年
前
、
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
が
就
任
し
ま
し
た
。

一
年
た
っ
た
今
も
、
低
い

支
持
率
で
、
多
く
の
疑
惑
を

抱
え
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
。

こ
の
ト
ラ
ン
プ
に
、
ヨ
イ

シ
ョ
と
提
灯
持
ち
の
安
倍
総

理
。
安
倍
と
い
う
男
は
、
ア

ジ
ア
の
国
と
は
仲
良
く
し
よ

う
と
は
せ
ず
、
巨
大
な
ア
メ

リ
カ
が
好
き
な
よ
う
で
あ
る
。

営
業
マ
ン
・
ト
ラ
ン
プ
の
対

北
政
策
に
追
随
し
、
武
器
は

ア
メ
リ
カ
の
言
い
値
で
爆
買

い
。ト

ラ
ン
プ
は
、
「
ア
メ
リ

カ
の
雇
用
を
増
や
し
安
全
を

高
め
る
」
と
言
い
放
つ
始
末
。

森
友
で
窮
地
に
追
い
込
ま

れ
て
以
降
、
北
朝
鮮
・
核
・

ミ
サ
イ
ル
で
（
朝
鮮
民
主
主

義
人
民
共
和
国
）
煽
り
続
け
、

挙
句
の
果
て
は
、
「
国
難
突

破
解
散
」
と
衆
議
院
を
解
散
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市
民
に
見
え
る
闘
い
を
！

改
憲
・
戦
争
許
さ
ん
ぞ

ア
ベ
逃
が
さ
ず
追
及
す
る
ぞ



さ
せ
ま
し
た
。

小
池
・
前
原
の
安
倍
総
理

擁
護
の
分
裂
策
動
に
よ
っ
て
、

三
分
の
二
を
超
え
る
数
は
確

保
し
た
も
の
の
、
全
て
の
疑

惑
は
解
消
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

国
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
も

次
々
と
疑
惑
が
明
ら
か
に
な

る
な
ど
、
モ
リ
・
カ
ケ
疑
惑

は
今
春
の
国
会
で
明
ら
か
に

す
べ
く
野
党
の
追
及
に
期
待

を
し
た
い
も
の
で
す
。

大
阪
で
の
維
新
政
治
の
終

焉
を
目
指
し
て
、
私
た
ち
は

今
年
も
全
力
で
闘
い
抜
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
を

し
て
い
ま
す
。

年
末
恒
例
に
行
わ
れ
て
い

る
「
今
年
の
漢
字
」
は
「
北
」

と
い
う
字
で
し
た
。

世
間
で
は
、
北
朝
鮮
・
ミ

サ
イ
ル
・
核
・
キ
タ
サ
ン
ブ

ラ
ッ
ク
（
競
走
馬
）
・
北
海

道
日
本
ハ
ム
の
大
谷
で
結
び

つ
け
て
い
た
よ
う
で
す
。

一
方
で
、
あ
る
日
の
テ
レ

ビ
番
組
で
、
北
と
い
う
字
の

成
り
立
ち
は
、
人
が
互
い
に

「
背
」
を
向
け
て
い
る
事
が

始
ま
り
で
、
同
じ
よ
う
に

「
逃
」
る
と
い
う
字
に
も
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
龍
崎

孝
氏
は
政
界
こ
の
一
年
と
題

し
て
安
倍
総
理
を
表
す
「
字
」

だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

さ
し
く
、
国
民
に
背
を
向
け
、

逃
げ
回
っ
た
一
年
だ
と
思
い

ま
す
。

港
合
同
は
、
二
〇
一
八
年

の
目
指
す
べ
き
事
と
し
て
、

「
人
を
大
事
に
し
な
い
、
隣

人
と
信
頼
を
築
け
な
い
、
自

分
に
す
り
寄
る
も
の
だ
け
を

か
わ
い
が
る
」
忖
度
政
治
を

許
さ
ず
、
戦
争
屋
ト
ラ
ン
プ

の
金
魚
の
フ
ン
で
あ
る
安
倍

の
憲
法
改
悪
と
断
固
と
し
て

闘
い
抜
く
決
意
で
す
。

す
で
に
今
年
の
三
月
に
は
、

二
つ
の
集
会
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

い
ず
れ
も
大
阪
平
和
人
権

セ
ン
タ
ー
が
関
わ
る
集
会
で

あ
り
、
「
さ
よ
な
ら
原
発
関

西
集
会
」
が
三
月
十
一
日
に
、

エ
ル
お
お
さ
か
大
ホ
ー
ル
で
、

二
四
日
も
エ
ル
お
お
さ
か
大

ホ
ー
ル
で
、
「
イ
ラ
ク
開
戦

十
五
周
年
抗
議
、
止
め
よ
う

戦
争
へ
の
道
関
西
の
集
い
」

と
し
て
、
い
ず
れ
も
集
会
後

デ
モ
行
進
が
行
わ
れ
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
、
ご
多
幸
を
祈
念
し
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

※
本
文
中
特
別
区
設
置
に
係

る
記
事
の
多
く
は
、
馬
場
徳

夫
氏
作
成
の
資
料
を
基
に
し

て
作
成
し
ま
し
た
。
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

第２７８号 ２０１８年１月１０日 団結こそ命、闘争こそ力

組織を強化拡大し、階級的労働運動の発展をめざそう！

( ５ )

※
※
大
見
出
し
注
釈

「
犬
打
つ
童
」
と
は
犬
を

追
い
か
け
て
遊
ぶ
よ
う
な
幼

い
子
ど
も
。
こ
こ
か
ら
「
犬

打
つ
童
ま
で
」
は
誰
も
皆
と

い
う
意
味
。
改
憲
と
戦
争
に

ひ
た
走
る
安
倍
を
許
さ
ず
打

ち
倒
す
べ
く
、
誰
も
皆
立
ち

上
が
る
闘
い
を
今
年
こ
そ
創

り
出
し
ま
し
ょ
う
。


